
 
	
 

	
 

	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 

	
 

	
 

2015 年 12 月 5 日(土)より、Yumiko	
 Chiba	
 Associates	
 viewing	
 room	
 shinjuku にて、渡辺えつこ個展"News"を開催いたします。	
 

渡辺は、国立デュッセルドルフ芸術大学でゲルハルト・リヒターに師事し、以来、約 30 年間に渡りドイツを拠点に活動してきました。

これまで、見慣れた日常の光景の中に潜む異質な場面を巧みに見つけ、それを一つの風景として絵画の世界に置き換えることで、私た

ちの認識がどのように現実を捉えているのか現実が認識される過程でどうやってずれていくのかを描き出しながら、一方では絵画その

ものの在りようについて問いかけをしてきました。	
 

ドイツ在住時、渡辺はふと目にした受信障害によるテレビ画面の粒子の乱れに着目します。テレビの映像が乱れる一瞬を撮影し続け撮

りためた写真は数百枚に渡り、渡辺はその中から一枚を選定して模写を始めました。そうして出来上がった本作は、伝統的な点描画の

ようであり、細かいドットによって不安定に繋がれたイメージは本来テレビが伝達するはずの意味性を超え、「不可解で得体の知れない

もの」となって眼前に現れます。	
 

さらに、同じショットから連なる二枚の絵画を、筆圧やマテリアルを変えて描きます。それらを並列させて展示する試みは、人間の視

覚による「ズレ」を生じさせ、視覚認識による奇妙なリアリティーを作り出そうとするものです。それは記録されたイメージではなく、

新たな記憶としてイメージが認識される瞬間でもあります。	
 

この機会に是非ともご高覧ください。	
 

	
 

■作家コメント	
 
2013 年よりテレビのニュース画像をモチーフとして扱っている。今回メインに展示するドローイングは地デジ画像が受信障害によっ

て砂嵐状態になっているものをモチーフとし、	
 油彩の方は昨年展示した「ピクチャー	
 イン	
 ピクチャー」シリーズの展開で、個人情

報の理由から画像にフィルタ―が掛けられ、日常的な情景が異化されてしまっている日本のニュースのものを使っている。	
 デジタル

化によって画像はシャープでフラットとなり、不具合はあってはいけないもの、	
 無いことが当り前となっている。不都合なものは素

早く取り除かれ障害のないものが提 供される。そんな日常に忽然と目の前に現れた不具合や異化されたの画像に、絵が生まれ出る予

感を感じてしまう。視覚情報としては成立たなくなっているこれらの不具合画像は、それ自体が脱構築してしまっている状態とも言

えるだろう。そこに可能性を直感的に感じたのかもしれない。	
 

目の前を流れて過ぎてゆくこういった動画のワンショットを拾い上げて描くことは立ち止まって考えること。描くことによって表さ

れ、示されるものは動画や写真とは別のリアリティーを語りだす。	
 

2015 年 11 月	
 渡辺えつこ	
 

©Etsuko Watanabe, Courtesy of Yumiko Chiba Associates 

渡辺えつこ “News”	
 
会期：2015 年 12 月 5 日（土）-	
 12 月 26 日（土）	
 

会場：Yumiko Chiba Associates viewing room shinjuku	
 
	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 〒160-0023	
 東京都新宿区西新宿	
 4-32-6	
 パークグレース新宿#206	
 

	
 	
 	
 	
 	
 	
 	
 営業時間:12:00-19:00	
 	
 	
 定休日:日、月、祝日	
 

オープニングレセプション：12 月 5 日(土)	
 18:00	
 –	
 20:00	
 



 
	
 

■オープニングレセプション	
 

日時：2015 年 12 月 5 日（土）18:00-20:00	
 

会場：Yumiko	
 Chiba	
 Associates	
 viewing	
 room	
 shinjuku	
 	
 
	
 
	
 

■作家プロフィール	
 

渡辺えつこ	
 	
 Etuko	
 Watanabe	
 

1960	
 東京に生まれる	
 

1982	
 武蔵野美術大学油絵学科卒業	
 

国立デュッセルドルフ芸術大学絵画科入学、ゲルハルト・リヒターに師事	
 

1985	
 マイスターシューラー取得	
 

1987	
 国立デュッセルドルフ芸術大学卒業	
 

2013	
 ドイツより帰国、東京在住	
 

	
 

［主な個展］	
 

2014	
 Yumiko	
 Chiba	
 Associaties（東京）	
 
2011	
 Kunstraum	
 Düsseldorf（デュッセルドルフ、ドイツ）	
 
2003	
 オン	
 ギャラリー（大阪）	
 
2001	
 Galerie	
 Wolfram	
 Bach（デュッセルドルフ、ドイツ）	
 
2000	
 Galerie	
 Schütz（フランクフルト、ドイツ）	
 
1999	
 オン	
 ギャラリー（大阪）	
 
1998	
 Galerie	
 Wolfram	
 Bach（デュッセルドルフ、ドイツ）	
 
1997	
 Galerie	
 Friese（ミュンヘン、ドイツ）	
 
	
 オン	
 ギャラリー（大阪）	
 
	
 International	
 Führugszentrum	
 Feldafing（ミュンヘン、ドイツ）	
 
	
 Roland	
 Galerie（ケルン、ドイツ）	
 
1994	
 Galerie	
 Bach	
 &	
 Gayk（ボーフム、ドイツ）	
 
1993	
 「第 2 回海外新進日本人作家紹介展」資生堂ギャラリー（東京）	
 
1992	
 	
 Galerie	
 Bach	
 &	
 Gayk（ボーフム、ドイツ）	
 	
 

	
 

［主なグループ展］	
 

2015	
 	
 L	
 Gallery（名古屋）	
 	
 
2009	
 「静寂と色彩展」	
 川村記念美術館（千葉）	
 
2002	
 「Kunst	
 im	
 Krankenhaus	
 Benrath」	
 Kliniken	
 der	
 Landeshauptstadt	
 Düsseldorf（デュッセルドルフ、ドイツ）	
 
2000	
 「die	
 farbe	
 hat	
 mich」	
 Künstlerhaus	
 Dortmund（ドルトムント、ドイツ）	
 
	
 「Stadt	
 Land	
 im	
 Fluss」	
 Kuns	
 +	
 Kultur	
 Verein	
 Alte	
 Schule	
 Baruth（ベルリン、ドイツ）	
 
1999	
 	
 Kunstraum	
 Düsseldorf（デュッセルドルフ、ドイツ）	
 
1995	
 「Landschaft!	
 Natur	
 /	
 Stadt」	
 Kunstsammlung	
 der	
 Ruhr-Universität	
 Bochum（ボーフム、ドイツ）	
 

「VOCA 展」	
 上野の森美術館（東京）	
 
1994	
 「Zu	
 Besuch	
 in	
 der	
 Lindenstr.」	
 
1993	
 「junger	
 westen」	
 Kunsthalle	
 Recklinghausen（レックリングハウゼン、ドイツ）	
 
1986	
 「Treibhaus	
 4」	
 Kunstmuseum	
 Düsseldorf（デュッセルドルフ、ドイツ）	
 
	
 

[パブリックコレクション]	
 

Pfizer	
 Pharma	
 GmbH、SIEMENS	
 AG	
 /	
 International	
 Liedership	
 Center	
 Feldafing、ROHLAND	
 Rechtsschütz-Versicherungs-AG	
 
資生堂、デュッセルドルフ市文化局	
 

	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
	
 
---------------------------------------------------------------------------------------------------------	
 
【本展に関するお問合せ】ぜひ貴社にて御紹介くださいますようお願い申し上げます。画像データの御依頼等は下記
までご連絡下さい。	
 
ユミコチバアソシエイツ	
 担当：鈴木	
 
〒160-0023 東京都新宿区西新宿 4-32-6 パークグレース新宿#316	
 [Tel]	
 03-6276-6731	
 [e-mail]	
 
info@ycassociates.co.jp	
 [website]	
 www.ycassociates.co.jp	
 [営業時間]	
 12:00-19:00	
 	
 [定休日]	
 日・月・祝日	
 	
 


